
    

  

    
  

                                            
  

                  

      
  

        
  

                                                        

                      
  

  

                                    

世世
界界
のの
現現
状状
をを
考考
ええ
るる
。。  

～～  

国国
際際
理理
解解
教教
育育  

～～  

楽楽
しし
くく
、、
美美
味味
しし
いい
食食
事事
をを
とと
ろろ
うう
。。  

～～  

ババ
イイ
キキ
ンン
ググ
給給
食食  

～～  

  
  

働働
くく
人人
かか
らら
学学
ぶぶ
。。  

  
  

  

～～  

職職
業業
講講
話話  

～～  

  

十十
一一
月月
十十
九九
日日
（（
火火
））
六六
校校
時時
にに
国国
際際
理理
解解
教教
育育
をを
行行
いい

まま
しし
たた
。。
講講
師師
とと
しし
てて
、、
元元
青青
年年
海海
外外
協協
力力
隊隊
とと
しし
てて
活活
動動

ささ
れれ
たた
赤赤
井井
雄雄
俊俊
ささ
んん
をを
おお
招招
きき
しし
まま
しし
たた
。。
ケケ
ニニ
アア
のの
文文

化化
にに
つつ
いい
てて
のの
おお
話話
やや
、、
クク
イイ
ズズ
をを
通通
しし
たた
河河
川川
のの
汚汚
染染
問問

題題
にに
つつ
いい
てて
考考
ええ
ささ
せせ
るる
内内
容容
にに
、、
生生
徒徒
達達
はは
世世
界界
のの
現現
状状

にに
目目
をを
向向
けけ
るる
とと
とと
もも
にに
、、
自自
身身
のの
生生
活活
をを
振振
りり
返返
りり
なな
がが

らら
、、
環環
境境
問問
題題
にに
つつ
いい
てて
考考
ええ
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
しし
たた
。。  

  

たた
くく
ささ
んん
のの
行行
事事
がが
ああ
っっ
たた
２２
学学
期期
もも
十十
二二
月月
二二
十十
四四
日日

（（
火火
））
のの
終終
業業
式式
をを
迎迎
ええ
まま
すす
。。
冬冬
季季
休休
業業
でで
はは
、、
しし
っっ
かか

りり
体体
をを
休休
めめ
るる
とと
とと
もも
にに
、、
来来
年年
をを
見見
据据
ええ
たた
計計
画画
をを
立立
てて

てて
いい
きき
まま
しし
ょょ
うう
。。
三三
年年
生生
はは
直直
前前
にに
控控
ええ
たた
高高
校校
受受
験験
にに

備備
ええ
、、
精精
一一
杯杯
学学
習習
にに
励励
んん
でで
いい
きき
まま
しし
ょょ
うう
。。
まま
たた
、、
一一
・・

二二
年年
生生
はは
、、
ここ
れれ
かか
らら
のの
緑緑
中中
をを
背背
負負
っっ
てて
いい
くく
自自
覚覚
をを
持持

ちち
、、
来来
年年
度度
にに
向向
けけ
たた
準準
備備
をを
しし
てて
いい
きき
まま
しし
ょょ
うう
。。  

来来
年年
をを
見見
据据
ええ
たた
計計
画画
をを
。。  

～～  

冬冬
休休
みみ
にに
向向
けけ
てて  

～～  

  

十十
一一
月月
七七
日日
（（
木木
））
のの
三三
・・
四四
校校
時時
にに
おお
いい
てて
、、
一一
・・

二二
年年
生生
をを
対対
象象
とと
しし
たた
職職
業業
講講
話話
がが
おお
ここ
なな
わわ
れれ
まま
しし
たた
。。

今今
回回
はは
厚厚
木木
市市
立立
病病
院院
よよ
りり
陽陽
田田
加加
奈奈
子子
ささ
んん
、、
日日
産産
自自

動動
車車
よよ
りり
安安
藤藤
敏敏
之之
ささ
んん
、、
レレ
ンン
ブブ
ララ
ンン
トト
厚厚
木木
よよ
りり
田田

川川
祐祐
介介
ささ
んん
をを
おお
招招
きき
しし
、、
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
職職
業業
のの
おお
話話
をを

いい
たた
だだ
きき
まま
しし
たた
。。
生生
徒徒
はは
話話
をを
聞聞
きき
なな
がが
らら
メメ
モモ
をを
とと

っっ
たた
りり
、、
積積
極極
的的
にに
質質
問問
をを
しし
たた
りり
しし
なな
がが
らら
、、
熱熱
心心
にに

話話
をを
聞聞
いい
てて
いい
まま
しし
たた
。。  

  

十十
一一
月月
六六
日日
（（
水水
））
～～
二二
十十
七七
日日
（（
水水
））  

にに
かか
けけ
てて
、、
体体
育育
のの
時時
間間
にに
剣剣
道道
のの
授授
業業  

をを
行行
いい
まま
しし
たた
。。
今今
年年
度度
もも
廣廣
岡岡
先先
生生
をを  

講講
師師
とと
しし
てて
おお
招招
きき
しし
、、
ごご
指指
導導
をを
いい
たた  

だだ
きき
まま
しし
たた
。。
授授
業業
でで
はは
、、
防防
具具
のの
つつ
けけ  

方方
やや
技技
のの
打打
ちち
方方
とと
いい
っっ
たた
技技
術術
的的
なな
面面  

にに
加加
ええ
、、
作作
法法
やや
礼礼
法法
、、
打打
つつ
とと
きき
のの
心心  

構構
ええ
なな
どど
、、
剣剣
道道
にに
おお
けけ
るる
心心
のの
ああ
りり
方方  

にに
つつ
いい
てて
もも
ごご
指指
導導
をを
いい
たた
だだ
きき
まま
しし
たた
。。  

生生
徒徒
はは
剣剣
道道
のの
楽楽
しし
ささ
にに
ふふ
れれ
なな
がが
らら
、、  

真真
剣剣
にに
なな
っっ
てて
取取
りり
組組
んん
でで
いい
まま
しし
たた
。。  

  

十十
一一
月月
十十
五五
日日
（（
金金
））
、、
二二
十十
日日
（（
水水
））、、  

二二
十十
二二
日日
（（
金金
））
にに
食食
育育
のの
一一
環環
とと
しし
てて
、、  

各各
学学
年年
でで
ババ
イイ
キキ
ンン
ググ
給給
食食
がが
行行
わわ
れれ
まま  

しし
たた
。。
自自
分分
がが
食食
べべ
るる
もも
のの
をを
知知
りり
、、
選選  

択択
すす
るる
ここ
とと
でで
、、
今今
まま
でで
のの
給給
食食
よよ
りり
もも  

楽楽
しし
くく
食食
べべ
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
しし
たた
。。  

養養
護護
教教
諭諭
でで
ああ
るる
舘舘
森森
先先
生生
かか
らら
のの
おお  

話話
でで
はは
、、
食食
生生
活活
のの
習習
慣慣
をを
つつ
けけ
るる
ここ
とと  

やや
、、
栄栄
養養
素素
のの
ババ
ララ
ンン
スス
をを
考考
ええ
るる
ここ
とと  

のの
大大
切切
ささ
やや
知知
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
しし
たた
。。  

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

健健
やや
かか
なな
体体
とと
心心
をを
鍛鍛
ええ
るる
。。  

～～  

体体
育育
科科
にに
よよ
るる
剣剣
道道
のの
授授
業業  

～～  

    

  

  
  

    

  
  
  

１１２２月月             １１月月のの予予定定   
１２月２日 学校朝会          １月８日 始業式、百人一首大会 

３日 3年保育実習（2・3校時）    ９日 書き初め大会、給食開始 

５日 人権アンケート            人権アンケート 

０  ６日 教室ワックスがけ       １５日 生徒活動日 

      箏の授業           １６日～１７日 

０ ８日 バスケット部県央新人戦        １・２年宿泊体験学習 

９日 朝床磨き、箏の授業      ２１日～２４日 書き初め展 

１１日 学校保健委員会、箏の授業、  ２７日 生徒朝会 

    生徒活動日          ２８日 新入生体験授業 

１３日～１６日 １・２年三者面談   ３１日 新入生保護者説明会 

１９日 給食終了 

２０日 お弁当持参 

２４日 終業式、大掃除  

２５日～１月７日 冬季休業 

     


